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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年4月9日(2015.4.9)

【公表番号】特表2014-508325(P2014-508325A)
【公表日】平成26年4月3日(2014.4.3)
【年通号数】公開・登録公報2014-017
【出願番号】特願2013-554053(P2013-554053)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/08     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/02     　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ    3/08     　　　　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ４８１　
   Ｆ２１Ｙ  101:02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月18日(2015.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のコリメータ面と、
　対向する第２のコリメータ面と、
　第１のプリズム軸を持つ一次元配列された複数の第１プリズムを具備する第１のプリズ
ム形状上面を持つ第１の層、及び、第２のプリズム軸を持つ一次元配列された複数の第２
プリズムを具備する第２のプリズム形状上面を持つ第２の層を有する積層領域と、
を有し、
　前記第１のプリズム軸と前記第２のプリズム軸とが交差配置にあり、前記第１のコリメ
ータ面から前記第２のコリメータ面へ向かう方向において、前記第１のプリズム形状上面
の上流にある材料の屈折率が、前記第１のプリズム形状上面の下流にある材料の屈折率よ
りも大きく、前記第２のプリズム形状上面の上流にある材料の屈折率が、前記第２のプリ
ズム形状上面の下流にある材料の屈折率よりも大きく、
　前記第１の層と前記第２の層とが隣接して配置され、前記第１のプリズム形状上面が、
前記第１の層と前記第２の層との間の接合部分であり、前記第１の層の屈折率が、前記第
２の層の屈折率よりも大きい、コリメータ。
【請求項２】
　前記第１のプリズム及び前記第２のプリズムが、７０°乃至１５０°の範囲から選択さ
れるプリズム頂角及びグルーブ角を持つ、請求項１記載のコリメータ。
【請求項３】
　前記第１のプリズム及び前記第２のプリズムが、８０°乃至１００°の範囲から選択さ
れるプリズム頂角及びグルーブ角を持つ、請求項１又は２に記載のコリメータ。
【請求項４】
　前記第１のプリズム軸と前記第２のプリズム軸とが、８０°乃至１００°の範囲内の角
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度をなす、請求項１乃至３のいずれか１項に記載のコリメータ。
【請求項５】
　前記第１の層及び前記第２の層が、５μｍ乃至５０００μｍの範囲から選択されるプリ
ズム層ピッチを持つ、請求項１乃至４のいずれか１項に記載のコリメータ。
【請求項６】
　前記プリズム層ピッチは、５μｍ乃至２００μｍの範囲から選択される、請求項５記載
のコリメータ。
【請求項７】
　前記積層領域が前記第１の層と中間層と前記第２の層とを有し、前記第１の層と前記中
間層と前記第２の層とが隣接して配置され、前記第１のプリズム形状上面が、前記第１の
層と前記中間層との間の接合部分であり、前記第２のプリズム形状上面が、前記中間層と
前記第２の層との間の接合部分であり、前記第１の層の屈折率が、前記中間層の屈折率よ
りも大きく、前記中間層の屈折率が、前記第２の層の屈折率よりも大きい、請求項１乃至
６のいずれか１項に記載のコリメータ。
【請求項８】
　前記積層領域が前記第１の層と中間層と前記第２の層と上面層とを有し、前記第１の層
と前記中間層と前記第２の層と前記上面層とが隣接して配置され、前記第１のプリズム形
状上面が、前記第１の層と前記中間層との間の接合部分であり、前記第２のプリズム形状
上面が、前記第２の層と前記上面層との間の接合部分であり、前記第１の層の屈折率が、
前記中間層の屈折率よりも大きく、前記第２の層の屈折率が、前記上面層の屈折率よりも
大きい、請求項１乃至６のいずれか１項に記載のコリメータ。
【請求項９】
　前記積層領域が底面層と前記第１の層と中間層と前記第２の層と上面層とを有し、前記
底面層と前記第１の層と前記中間層と前記第２の層と前記上面層とが隣接して配置され、
前記第１のプリズム形状上面が、前記第１の層と前記中間層との間の接合部分であり、前
記第２のプリズム形状上面が、前記第２の層と前記上面層との間の接合部分であり、前記
第１の層の屈折率が、前記中間層の屈折率よりも大きく、前記第２の層の屈折率が、前記
上面層の屈折率よりも大きい、請求項１乃至６のいずれか１項に記載のコリメータ。
【請求項１０】
　前記第１のプリズム軸及び前記第２のプリズム軸が、それぞれ、平行に配置された軸で
ある、請求項１乃至９のいずれか１項に記載のコリメータ。
【請求項１１】
　前記第１のプリズム軸と前記第２のプリズム軸とが、それぞれ、放射状且つ同心円状に
配置される、請求項１乃至９のいずれか１項に記載のコリメータ。
【請求項１２】
　隣接して配置された複数のプリズム積層領域を有する、請求項１乃至１１のいずれか１
項に記載のコリメータ。
【請求項１３】
　光源光を供給する光源と、前記光源光をコリメートする請求項１乃至１２のいずれか１
項に記載のコリメータと、を有する、照明ユニット。
【請求項１４】
　照明ボックスを更に有し、前記照明ボックスは、前記光源を囲み、前記照明ボックスは
、透光窓を有し、前記透光窓は、前記コリメータを有する、請求項１３記載の照明ユニッ
ト。
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